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8歳の時に滑膜肉腫という希少がんになって今年で23年目。
10代の頃は自分の病気のことはあまり理解していませんでした。20代になってからはほぼ毎年のように再発、転移を繰り返し
てきました。治療のために入院するたぴに仕事を長期間休み、手術で障がい者になり、正直いろいろなことを諦めていました。
希少がんというだけあって、情報も少なく知らないことだらけで、何故自分だけ … と自暴自棄になったこともあります。小さい時
の治療から元々ハンデキャップはあったけど、障がい者になってからは普通に出来ていたことができなくなったりして余計に悩
むようになりました。
初めてにこスマの夏キャンプに誘われた時もずっと悩んでいて薬を飲まないと眠れない時で、ギリギリまで参加することを悩ん
でいたけれど、思い切って参加を決めてよかったなと思っています。同じような経験をしてきた同世代の方々ゃ先輩、それを支
援してくれる方々、そして今頑張っている子達。全ての人に元気を貰えました。
たった2日間の出来事だけど自分にとってはとても大事な時間を過ごすことができたと思っています。
あれからすぐにコロナ禍になってしまい、なかなか交流する事ができませんが、声をかければ寄り添ってくれる仲間はたくさんい
ます。今では私も微力ではありますが力になれたらと思い、その仲間の一員となりました。
私のように悩んでいる方々の力になれますように！ 《運営スタッフ／伊賀崎莉久》

『認定NPO法人にこスマ九州』は小児がん経験者のための支援団体です。
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にこスマ九州理事 ・ 産業厄科大学小児科医師 中島健太郎
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絵画展や冷たいレモネ ー ドを配布し啓発•募金活動を行います。
［開催日］2022年7月31日（日）12:00~17:00
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9月の世界小児がん啓発月間に合わせて小倉城
のライトアップとレモネ ー ドスタンドを行います。
［開催日］2022年9月9日（金）～11日（日）

（レモネ ー ドスタンドは10日のみ）
［会場］小倉城

0 にこ入マチャリティ ー カレンダー 2023 作品碁集！

毎年恒例『にこスマチャリティ ー カレンダー 』 ヽ

は11月完成予定です。皆様の暖力‘いご寄付を
お願いいたします。
これに合わせて病気のお子さんの絵画や書を
募集いたします。詳しくは後日ホ ームペ ー ジ、
Facebook、LINEに掲載いたします。
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にこスマたよりは18号となりました。これまでのにこスマたよりを振り返って見てみるとたくさんの笑顔がありました。子ども
たちの成長も見えます。楽しかったなあと思いだします。にこスマは同じような経験をしている子どもたちが出会う場です。
コロナ禍になり、人と出会う経験が減っていると思います。なので人と会わないのが普通というような日常になりつつありま
す。でもSNSなどで自分に必要な情報を探してそれで充分なのでしょうか？人と出会うということは、とっても素敵なことだ
と思います。そう思うのは昔人間なのかな～なんて感じる日々です。 《代表理事／白石恵子》
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2022年度より認定 NPO法人にこスマ九州の理事を拝命しました、産業医科大学小児科の中島健太郎と申します。にこスマ九州もお
陰様で10周年を迎えました。これもひとえに皆様のご理解とご協力の賜物です。心より感謝申し上げます。

コロナが流行し始めて2年以上が経過し、様々な生活の変化がありました。これまで4度もの緊急事態宣言が発出され、その都度様々な
対応を迫られてきましたが、流行初期に宣言された突然の ‘一斉休校、は、やはり大きな出来事だったように思います。以降、子ども達はた＜
さんの犠牲を強いられてきました。入学式や卒業式の中止、遠足や運動会、プールに授業参観、接触のある体育や、飛沫が飛ぶからと音
楽の授業まで制限されました。中高生の部活の大会も軒並み中止、未就学児や小学生にとっては ‘仕事、ともいえる 方友達との遊び、すら
許されず、大学生はオンライン授業が続きサ ークル活動や飲み会も経験できない毎日だったと聞きます。にこスマ九州の活動も大きく制限さ
れました。新型コロナウイルスは恐ろしい病気であることには違いなく、特に高齢者や基礎疾患のある方々を適切に守ることは、ウイルスと
共存していくために必要不可欠なことです。一方で、子ども達が失ってきた多くのかけがえのない成長の機会や青春の1ペ ー ジを、ともすれ
ば大人の都合だけで奪い続けている可能性にも目を向けなければならないと思います。

入院中の子ども達にも影響が及んでいます。病気と向き合い、必死に治療を頑張っている子ども達を身近で支えるのが親であるわけで
すが、コロナ禍のために実親との面会すら制限され、ひとり入院であれば数か月も実親と会えない、あるいは親付き添い入院ならきょうだい
児の方が親と長く会えない、といったことすら起きています。病気を乗り越えるために必要な家族の絆や人との支えあいの機会を、コロナが
目に見えない形で奪っていると感じます。病気の子ども達を心身ともに支えるためにはどうすれば良いか、我々医療者の真価が問われてい
ます。

そんな中、ワクチン接種が進み、世間も少しずつ ‘共存、態勢へとシフトしてきています。多くの社会活動が何らかの制限下ではあります
が開催されることが増え、子ども達の活気も戻ってきました。私達も去る3月27巳に2年ぶりに対面でのにこスマキャンプを小規模ながら開
催することができました。感染対策に100％はありませんが、できうることを十分に検討 ・ 実施した上で行いました。「やっぱり直接お友達に
会いたい」…その気持ちを聞くまでもなく、当日の子ども達の笑顔がそれを物語っていました。まだまだ制限は厳しく、とても生きづらい世の
中ですが、こんなときだからこそできることを見つけ ‘災い転じて福となすべらいの気持ちで逆に絆を深め合っていくことが出来れば、きっとそ
の先に成長と笑顔があるのではないかと信じています。

これからもにこスマの活動にご支援を賜れれば幸いです。

◎「認定NPO法人にこスマ九州」への寄付金等税制優遇について

「認定NPO法人」とは、NPO法人の中でも法令違反がなく、運営組織等が適正であり、一定の要件を満たす公益性の高い法人として、
所轄庁より認定されるものです。「にこスマ九州」は、福岡市よリ認定NPO法人として認定されました。これにより「にこスマ九州」へご寄
付いただいた場合、寄付金控除等の税制優遇措置を受けることができます。詳しくは所轄税務署にお問い合わせください。

個人からのご寄付の場合 I 
各年において支出した認定NPO法人に対する寄付金で、その寄付額が
2,000円を越える場合には、確定申告をすることで、所得控除（寄付金控
除） または税額控除（寄付金特別控除）のいずれかが選択出来ます。

:o さ戸国iざざ男台九州

寄付者

最大40% 税控除

国・地方自治体

法人からのご寄付の場合 I 
法人税の算定において、認
定NPO法人等に対する寄
付金は、特定公益増進法
人に対する寄付金と同様
に取り扱われ、一般の寄付
金と は別枠で寄付金の額
の合計額と特別損金算入
眼度額とのいずれか少ない
金額の範囲内で損金に算
入されます。

限度額が
拡大
されます！

一般の 認定NPO法人
NPO法人 にこスマ九州
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